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は
じ
め
に

平
安
時
代
に
お
い
て
遷
都
以
来
官
祭
の
一
つ
と
し

て
斎
行
さ
れ
た
園
韓
神
祭
に
つ
い
て
紹
介
し
、
特
に

そ
の
奉
紀
氏
族
を
推
定
し
て
古
代
祭
肥
形
態
の
一
端

を
明
ら
か
に
し
た
い
。

国
韓
神
は
、
『
延
喜
神
祇
式
』
四
時
祭
上
(
『
新

訂
増
補
国
史
大
系
』
本
以
下
史
料
の
引
用
に
も
使

用
)
に
、
日
本
紀
一
宮
司
呂
日
嗣
陳

凡
践
一
肝
大
嘗
祭
為
一
一
大
和
一
。
祈
年
月
次
。
神

嘗
。
新
嘗
。
賀
茂
等
祭
為
一
一
中
把
一
。
大
忌
。

風
神
。
鎮
花
。
三
枚
。
相
嘗
。
鎮
魂
。
鎮
火
。

足
立

園
韓
神
祭
の
成
立

と
あ
る
の
を
以
て
祭
と
し
て
の
初
見
記
事
と
す
る
。

き
て
、
こ
の
記
事
は
、
文
徳
天
皇
崩
御
の
た
め
、

秋
季
に
お
け
る
す
べ
て
の
祭
加
が
中
止
さ
れ
た
こ
と

を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
諸
祭
に
先
立
っ
て
ま
ず
園

韓
神
祭
が
停
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
鎮
魂
以
下
の

諸
祭
よ
り
も
畏
敬
の
念
が
強
か
っ
た
か
ら
で
は
あ
る

ま
い
か
。
そ
こ
で
更
に
、
神
階
授
与
、
昇
叙
の
記
事

を
追
い
つ
つ
論
を
進
め
て
み
た
い
。

『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
』
斉
衡
元
年
(
八
五
四
)

四
月
九
日
突
亥
条
に
寸
園
神
韓
神
並
加
二
従
三
位

一。

L

と
み
え
る
。
更
に
、
そ
の
後
の
『
日
本
文
徳

天
皇
実
録
』
驚
衡
二
年
(
八
五
五
)
九
月
突
丑
条
に
、

「
以
二
園
神
韓
神
一
列
二
於
名
神
一
L

と
あ
っ
て
、
名

神
に
列
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
園
韓
神
祭
が
、
{
呂
祭
た
る
に
ふ
さ
わ
し
い

そ
こ
で
、
ま
ず
園
韓
神
祭
の
成
立
時
期
を
推
考
し
神
階
を
有
し
、
名
神
に
も
列
せ
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る

つ
つ
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。
か
ら
、
お
よ
そ
、
祭
の
形
態
が
確
立
す
る
の
は
こ
の

一
、
官
祭
と
し
て
の
園
韓
神
祭
の
成
立
時
期
頃
と
見
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
同
様
に
、
『
日
本

園
韓
祭
神
が
国
史
に
登
場
す
る
の
は
『
日
本
三
代
文
徳
天
皇
実
録
』
嘉
祥
三
年
(
八
五

O
)
一
O
月
二

実
録
』
天
安
二
年
(
八
五
八
)
一
一
月
二

O
日
丁
丑

O
日
甲
子
条
に

条

に

、

遺

下

二

右

中

耕

兼

右

近

衛

中

将

従

四

位

下

藤

原

停
二
園
韓
神
祭
一
白
レ
此
之
後
鎮
魂
新
嘗
等
諸
祭
朝
臣
氏
宗
一
向
中
園
神
韓
神
等
社
上
策
命
日

皆

・

(

脱

字

)

停

止

。

と

あ

り

、

十

九

世

紀

中

葉

に

至

り

、

確

実

に

官

祭

祭

平
野
。
春
日
。

道
饗
。
園
韓
神
。
松
尾
。

野
等
為
二
小
和
一
。

と
あ
っ
て
、
官
祭
と
し
て
は
小
問
に
列
せ
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
小
和
に
つ
い
て
は
、
『
神
祇
令
』
に
、

九
一
月
森
為
一
一
大
紀
一
。
三
日
驚
為
-
一
中
肥
一
。

一
日
驚
為
一
一
小
組
一
。

と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
官
祭
で
は
小
規
模
の
奉
粛
に

あ
ず
か
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
園
韓
神
祭

は
、
他
の
小
加
に
あ
ず
か
っ
た
官
祭
と
は
幾
つ
か
の

異
な
る
性
質
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
ろ
う
ど

ま
ず
第
一
に
、
祭
神
名
よ
り
み
て
完
全
な
客
人
神

で
あ
る
と
推
考
で
き
る
こ
と
。
第
二
に
、
宮
内
省
に

坐
す
神
で
あ
る
こ
と
。
第
三
に
、
祭
礼
が
二
月
と
十

一
月
の
春
・
秋
の
二
度
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
等
で
あ

ヲ

Q

。

大
原
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神
と
し
て
の
園
韓
神
を
奉
加
す
る
氏
族
及
神
社
が
成

立
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

き
て
、
少
し
く
、
国
史
よ
り
離
れ
て
『
本
朝
法
家

文
書
目
録
』
を
み
て
み
よ
う
。
同
書
目
録
の
「
貞
観

儀
式
一
部
十
巻
」
と
記
載
さ
れ
た
項
に
、
「
園
弁
韓

神
祭
儀
」
と
み
え
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

こ
の
記
事
は
、
『
本
朝
法
家
文
書
目
録
』
の
「
弘

仁
義
式
一
部
十
巻
」
と
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
は

第
一
巻
に
「
践
併
大
嘗
祭
儀
上
」
と
み
え
る
も
の
の

園
韓
神
祭
は
い
ま
だ
受
容
し
、
高
周
行
き
れ
て
い
な
か

っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
記
事
と
、
国
史

の
記
事
と
を
年
代
順
に
ま
と
め
て
み
る
と
左
記
の
よ

う
に
な
る
。

O

『
弘
仁
儀
式
』

l
園
韓
神
祭
に
関
す
る
記
載
が

な
し

O

『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
』
嘉
祥
三
・
一

0
・二

O
甲
子
条

「
臨
柑
輯
柑
祭
等
社
」
の
記
載
あ
り
。

O

『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
』
斉
衡
元
・
四
・
九
突

亥
条
-
寸
即
矧
輔
柑
並
加
二
従
三
位
一
」
の
記
載
あ

H
け''。

O

『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
』
斉
衡
二
・
九
・
七
条

ー
「
以
一
一
酢
柑
輔
柑
一
列
一
一
於
名
神
一
」
園
韓
神
の
祭
儀
は
、
二
月
春
日
祭
の
後
の
丑
の
日

あ

り

。

と

一

一

月

の

新

嘗

祭

の

前

の

丑

の

日

の

二

回

行

わ

れ

、

O

『
貞
観
儀
式
』

l
「
酢
矧
輯
柑
祭
儀
」
と
あ
る
。
二
月
の
祭
儀
は
成
一
刻
に
一
一
月
で
は
、
酉
三
一
刻
に

こ
の
よ
う
に
、
官
祭
と
し
て
の
園
韓
神
祭
の
成
立
始
め
ら
れ
る
。
ま
ず
、
神
祇
官
以
下
が
着
座
し
、
神

時
期
は
、
『
弘
仁
儀
式
』
よ
り
『
貞
観
儀
式
』
ま
で
紙
官
(
祭
員
)
に
よ
っ
て
神
僕
が
供
進
き
れ
る
。

の
成
立
時
期
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
神
僕
は
ま
ず
、
南
坐
す
る
園
神
よ
り
供
さ
れ
、
次

と
こ
ろ
で
右
に
お
い
て
、
@
・
⑧

-
g神
号
の
に
北
坐
す
る
署
長
進
さ
れ
た
(
保
持
続
出
司

記
載
方
法
に
、
異
同
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
柑
t
u。)。

園
韓
神
は
、
国
神
と
韓
神
と
い
う
二
柱
の
別
の
性
格
神
僕
供
進
が
お
わ
る
と
、
庭
火
を
焚
く
の
で
あ
る

神
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
し
か
し
、
守
日
本

(
H
J
た
羽
詰
長
暗
雲
約
一
{
詩
句
は
は

三
代
実
録
』
天
安
二
年
(
八
五
八
)
十
一
月
二
十
日
持
紘
一
問
削
何
一
功
一
一
桂
一
問
問
噌
一
問
団
一
説
。
)
。
次
に
大
臣
が
上
卿

以
降
の
記
事
に
は
、
全
て
「
園
韓
神
祭
」
と
記
さ
れ
と
な
り
、
召
使
を
呼
ん
で
、
参
役
を
参
入
さ
せ
る
。

て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
、
天
安
二
年
以
降
に
、
祭
紀
参
役
と
共
に
参
入
し
た
召
使
に
官
姓
名
を
唱
え
き
せ

名
が
定
着
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
。
次
に
治
部
丞
が
雅
楽
寮
お
よ
び
歌
人
・
歌
女
を

二

、

園

韓

神

祭

の

儀

式

内

容

率

い

る

。

ま

た

馬

寮

は

神

御

馬

を

引

き

、

大

蔵

丞

は

園
韓
神
や
園
韓
神
社
の
起
源
を
探
る
前
に
官
祭
と
木
綿
を
笛
に
収
め
て
参
入
し
た
。
参
進
の
の
ち
、
参

し
て
の
園
韓
神
祭
の
儀
式
内
容
に
つ
い
て
-
記
し
て
お
拝
者
は
拍
手
し
て
拝
し
た
。
次
に
御
亙
が
祝
詞
を
宣

く
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
の
儀
式
内
容
に
つ
い
て
は
、
り
、
琴
師
・
笛
工
は
琵
琶
と
笛
を
奏
し
て
そ
れ
に
合

『

貞

観

儀

式

』

(

以

下

『

儀

式

』

と

略

記

す

わ

せ

て

歌

舞

(

空

語

道

建

白

話

村

時

、

る
。
)
・
『
西
宮
記
』
『
江
家
次
第
』
『
北
山
抄
』
鵠
辺
み
)
が
行
わ
れ
た
。

に
詳
し
い
。
特
に
こ
の
う
ち
小
稿
で
は
『
儀
式
』
・
次
に
御
神
子
は
、
庭
火
を
廻
っ
て
か
ら
湯
立
舞
を

『
江
家
次
第
』
に
よ
る
祭
儀
を
中
心
に
要
約
し
以
下
供
し
た
。
神
僕
供
進
以
降
の
式
次
第
は
、
南
坐
が
終

に

記

し

た

い

。

了

し

た

あ

と

、

北

坐

に

つ

い

て

も

行

わ

れ

る

。

北

の

の
記
載
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次
第
が
終
了
す
る
と
、
再
度
南
の
社
頭
に
も
ど
っ
て

琴
声
の
調
子
を
変
え
て
琴
笛
を
奏
上
し
、
倭
舞
等
の

舞
が
納
め
ら
れ
た
。
以
上
祭
儀
が
終
了
す
る
と
大
臣

以
下
次
々
と
退
出
す
る
。
そ
の
の
ち
御
飯
神
祭
盃
に

よ
る
直
会
が
行
わ
れ
た
。

こ
れ
が
、
祭
儀
の
内
容
で
あ
る
。
そ
の
意
義
に
つ

い
て
は
以
下
に
論
じ
た
い
。

三
、
園
韓
神
社
の
創
杷
と
発
展

1
、
宮
内
省
に
坐
す
神

園
韓
神
が
国
史
に
み
、
え
る
の
は
先
に
述
べ
た
嘉
祥

三
年
(
八
五

O
)
一
O
月
二

O
日
甲
子
条
(
『
日
本

文
徳
天
皇
実
録
』
)
で
あ
る
が
、
こ
の
記
事
に
既
に

「
園
神
韓
神
等
社
し
と
見
え
て
い
る
か
ら
嘉
祥
三
年

に
は
神
社
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。

し
か
し
何
時
よ
り
こ
の
地
に
鎮
座
し
た
か
を
明
確
に

記
す
記
事
に
は
恵
ま
れ
な
い
。
た
だ
、
『
江
家
次

第
』
巻
五
に
、

園
韓
神
口
停
云
、
件
神
延
暦
以
前
坐
レ
此
遷
都

之
時
造
営
使
欲
レ
奉
レ
遷
一
一
他
所
一
、
神
託
宣
云

猶
二
此
処
一
奉
レ
護
一
帝
王
一
云
々
の
鎮
-
一
座
宮
内
省
一

と
見
え
る
の
は
、
園
韓
神
が
地
主
神
で
あ
り
、
帝
王

守
護
の
神
と
し
て
信
仰
き
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ

し
か
も
、
平
安
遷
都
以
前
よ
り
神
社
と
し
て
こ
の
地

足
立

園
韓
神
祭
の
成
立

に
あ
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
寸
仰
鎮
一
一
座

宮
内
省
一
」
と
あ
る
よ
う
に
『
延
喜
神
名
式
』
に
み

え
る
「
宮
内
省
坐
神
二
座
一
緒
。
間
一
。
園
神
社

韓
神
社
二
座
」
は
ま
さ
し
く
そ
れ
で
あ
り
、
平
安
遷

都
以
前
よ
り
鎮
座
し
て
い
た
地
方
私
祭
社
が
(
託
宣

の
背
景
を
明
確
に
し
得
な
い
が
)
宮
中
神
と
し
て
生

れ
か
わ
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
某
氏
族

の
奉
肥
す
る
一
私
祭
神
が
、
何
ら
か
の
理
由
に
よ
り

朝
廷
に
そ
の
祭
肥
権
が
移
行
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ

う
と
す
れ
ば
、
某
氏
族
と
は
い
か
な
る
氏
族
か
、
以

下
に
は
そ
れ
を
考
究
し
た
い
。

2
、
園
韓
神
の
語
源

『
古
事
記
』
上
巻
に

故
其
大
年
神
安
神
活
須
毘
神
之
女
伊
怒
比
一
買
生

子
大
図
御
魂
神
次
韓
神
次
曲
目
官
田
理
神

と
あ
り
、
こ
こ
に
韓
神
と
曲
目
富
理
神
が
登
場
す
る
。

こ
の
う
ち
曽
富
理
神
の
語
源
に
つ
い
て
鮎
貝
房
之

氏
は
、
そ
の
著
『
雑
孜
・
日
本
書
紀
朝
鮮
地
名
孜
』

(
師
一
昨
日
一
札
話
…
月
)
の
中
で
、

諺
文
創
作
直
後
の
龍
飛
御
天
歌
に
「
京
」
を
諺

誇
し
て
、
ペ
号

(ω
ヨσ己
)
と
し
あ
る
語
是
な
り

プ
ル日言

(σ
ロ
]
)
は
此
語
の
み
に
あ
ら
ず
、
後
代
は

ウ
ル

皆
O

吉
(
己
)
と
転
呼
さ
れ
訓
蒙
字
曾
の
ぺ
o言

(ωα
己
)
即
ち
是
な
り
。
唯
訟
に
一
言
す
べ
き

は
此
の
「
京
」
と
云
ふ
方
言
は
上
京
に
あ
り
て

は
新
羅
国
都
今
の
慶
州
の
方
言
名
た
り
し
が
、

新
羅
の
発
展
と
共
に
「
京
」
(
ミ
ヤ
コ
)
の
普

通
名
詞
と
な
り
た
る
な
り
。
き
れ
ば
此
の
神
名

は
固
有
名
詞
の
国
名
の
方
な
り
。

こ
の
よ
う
に
「
曽
富
理
L

は
朝
鮮
語
で
あ
っ
て
、
折

口
信
夫
氏
は
、
「
そ
ほ
る
は
首
村
大
き
な
村
」

(
誠
一
記
誤
銭
高
一
)
と
解
し
て
い
る
。
さ
て
、
韓

神
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
さ
き
の
鮎
貝
氏
が
『
雑
孜
・

日
本
書
紀
朝
鮮
地
名
孜
』
に
お
い
て

「
韓
神
」
の
「
韓
」
(
カ
ラ
)
は
、
「
三
韓
」
(
ミ

ツ
ノ
カ
ラ
ク
三
の
「
韓
」
に
て
此
半
島
を
大

方
に
称
さ
れ
た
る
も
の
た
る
べ
く

と
述
べ
て
お
り
、
韓
神
も
そ
の
語
源
を
朝
鮮
語
に
発

す
る
と
推
考
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
園
韓
神
は
、

ま
ろ
う
ど

異
国
よ
り
の
客
人
神
で
あ
る
も
の
と
み
ら
れ
る
が
、

そ
れ
で
は
な
ぜ
『
江
家
次
第
L

に
い
う
「
奉
レ
護
二

帝
王
一
」
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
た
の
か
、
次
に
、
こ

の
客
人
神
を
奉
相
し
た
氏
族
に
つ
い
て
考
え
て
み
た

3
、
秦
氏
と
園
韓
神
社

客
人
神
を
把
る
氏
族
は
無
論
、

帰
化
系
氏
族
で
な
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け
れ
ば
な
ら
な
い
。
園
韓
神
の
奉
和
氏
族
も
ま
た
そ

う
で
あ
ろ
う
。
『
江
家
次
第
』
等
に
み
え
る
よ
う
に

宮
内
省
に
坐
す
以
前
に
地
主
神
と
し
て
鎮
座
し
て
い

た
と
み
て
よ
い
。
で
は
、
遷
都
以
前
の
園
韓
神
の
奉

加
氏
族
は
何
氏
で
あ
ろ
う
か
。
結
論
よ
り
い
え
ば
、

こ
の
氏
族
は
秦
氏
に
比
定
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

り
生
れ
た
二
神
の
一
神
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
の
大

年
神
の
系
譜
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
次
の
図
の
よ
う

に
な
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
こ
れ
ら
一
連
の
神
々
は
帰
化
系
氏
族

の
雄
族
た
る
秦
氏
の
氏
神
及
び
産
土
神
が
列
せ
ら
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
一
例
を
挙
げ
る
と
大
山
咋
神
・

な
ん
と
な
れ
ば
、
『
古
事
記
』
大
年
神
一
連
の
神

系
譜
を
み
る
こ
と
に
よ
り
理
解
さ
れ
よ
う
。
大
年
神

は
、
先
述
し
た
知
く
、
曾
富
理
神
(
園
神
)
と
韓
神

の
親
神
と
し
て
『
古
事
記
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る

神
宕
で
、
大
年
神
自
ら
は
、
『
古
事
記
L

に
よ
っ
て
、

速
須
佐
之
命
と
大
山
津
見
神
の
女
神
、
大
市
比
売
よ

102 

(
)
内
は
別
称

、
奥
津
日
子
神

〆
奥
津
比
売
命
(
大
戸
比
売
神
)

大
山
咋
神
(
山
末
之
大
主
神
)

庭
津
日
神

神

日

神

阿
須
波
神

若
山
咋
神

波
比
岐
神

大
香
山
戸
臣
神

若
年
神

香
山
戸
臣
神

年

神

若
沙
那
売
神

弥
豆
麻
岐
神

夏
高
津
日
神
(
夏
之
売
神
)

秋
毘
売
神

庭
高
津
日
神

久
久
年
神

大
土
神
(
土
之
御
祖
神
)

久
久
紀
若
室
葛
根
神
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稲
荷
神
で
あ
る
宇
迦
之
御
魂
神
の
存
在
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
こ
の
大
年
神
系
譜
が
、
秦
氏
の
奉
配
し

て
来
た
神
々
に
ゆ
か
り
の
あ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は

疑
う
べ
く
も
な
い
。
そ
し
て
、
園
韓
神
も
こ
の
大
年

神
系
譜
に
連
な
る
こ
と
か
ら
、
同
神
も
秦
氏
の
奉
加

す
る
神
々
で
あ
る
と
性
格
づ
け
る
こ
と
も
で
き
る
で

あ
ろ
、
7
。

喜
田
貞
吉
氏
は
、

市
し
て
拾
芥
抄
引
く
所
の
天
暦
御
記
に
よ
る
と
、

今
の
平
安
京
の
大
内
裏
は
も
と
秦
河
勝
の
邸
宅

の
跡
で
あ
る
。
又
紫
{
辰
殿
前
の
橘
の
木
は
も
と

河
勝
の
屋
敷
に
在
っ
た
ま
ま
の
も
の
で
、
旧
跡

に
よ
っ
て
之
を
植
ゑ
た
趣
に
見
え
て
居
る
。
此

河
勝
が
聖
徳
太
子
の
旨
を
奉
じ
て
造
っ
た
広
隆

寺
は
、
今
京
都
市
の
西
方
太
秦
に
在
る
け
れ
ど

も
、
是
は
何
時
の
程
に
か
移
転
し
た
も
の
で
、

朝
野
群
載
に
載
す
る
同
寺
の
古
縁
起
に
依
る
と
、

も
と
は
荒
見
川
、
即
ち
今
の
紙
屋
川
の
付
近
、

恐
ら
く
は
北
野
神
社
・
平
野
神
社
な
ど
の
方
面

に
あ
っ
た
も
の
の
様
で
あ
る
。
思
ふ
に
是
れ
亦
、

河
勝
が
自
己
の
邸
宅
の
附
近
に
造
っ
た
も
の
で

あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
北
野
は
即
ち
大
内
裏
の

北
の
野
で
あ
る
。
恐
ら
く
此
の
附
近
一
帯
、
河

足
立

園
韓
神
祭
の
成
立

勝
の
邸
宅
地
で
あ
っ
た
と
察
せ
ら
れ
る
。
随
っ

て
由
来
秦
氏
山
城
北
部
地
方
に
有
力
で
あ
っ
た

と
い
ふ
中
に
も
、
特
に
平
安
京
と
此
の
河
勝
の

一
族
と
は
、
地
理
の
関
係
上
深
い
因
縁
を
認
め

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
恐
ら
く
其
の
河
勝

の
正
嫡
を
承
け
た
と
思
は
れ
る
島
麿
(
秦
下
嶋

麻
呂
・
秦
忌
寸
麻
呂
・
秦
公
嶋
麻
呂
・
太
秦
公

嶋
麻
呂
)
は
、
も
と
河
勝
の
邸
宅
た
り
し
平
安

京
の
大
内
裏
の
地
を
も
伝
領
し
て
居
っ
た
と
察

し
て
宜
か
ら
う
と
思
ふ
。
か
く
て
今
や
此
の
嶋

麻
呂
の
女
を
妻
と
し
た
小
黒
麿
(
大
納
言
藤
原

小
黒
麻
呂
)
が
造
宮
職
の
長
官
と
な
り
、
其
嶋

麿
所
有
の
河
勝
旧
邸
の
地
が
新
宮
の
敷
地
と
し

て
選
ば
れ
た
と
い
ふ
、
此
の
二
つ
の
事
実
を
見

る
な
ら
ば
、
且
畏
き
に
恭
仁
京
、
長
岡
京
等
の
経

営
の
際
、
秦
氏
よ
り
少
か
ら
ざ
る
財
源
を
得
て

事
を
為
し
た
事
実
と
併
せ
考
へ
て
、
平
安
京
の

経
営
の
資
が
少
な
か
ら
ず
此
の
嶋
麿
の
家
よ
り

出
て
居
る
と
解
す
る
は
当
に
然
る
べ
き
こ
と
と

b
h

「
喜
田
貞
士
口
氏
「
平
安
遷
都
の
真
相
」
/

E

4

J

f

『
帝
都
』
一
四
一

O

¥

と
論
ぜ
ら
れ
て
い
て
、
少
し
長
文
の
引
用
と
な
っ
た

が
、
氏
の
論
に
よ
れ
ば
、
園
韓
神
社
は
秦
氏
の
宗
家

た
る
嶋
麻
巴
の
邸
内
神
又
は
屋
敷
神
的
な
も
の
で
あ

っ
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
論
説
は
、
西
団

長
男
氏
が
そ
の
著
『
日
本
神
道
史
研
究
』
第
十
巻

(
古
典
篇
)
に
紹
介
し
て
い
る
が
、
西
田
氏
は
、
こ

の
邸
内
嗣
た
る
園
韓
神
が
い
つ
ご
ろ
か
ら
組
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
更
に
推
し

て
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
ず
、
も
と
よ
り
『
一
元
要

記
』
・
『
大
倭
神
社
註
進
状
』
に
つ
い
て
は
信
滋
し

得
な
い
と
し
て
論
外
の
書
籍
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
筆
者
は
、
こ
う
し
た
後
世
の
縁
起
書
を
い
ち

お
う
踏
ま
え
な
が
ら
も
園
韓
神
社
の
起
源
に
関
し
て

考
究
し
て
み
た
い
。

4
、
漢
国
社
と
園
韓
神
社

園
韓
神
社
が
宮
内
省
に
て
官
祭
に
あ
ず
か
る
べ
く

鎮
座
し
た
以
前
の
起
源
は
秦
氏
の
縁
あ
る
土
地
に
和

ら
れ
て
い
た
こ
と
、
秦
氏
が
こ
の
祭
神
社
を
奉
和
し

た
こ
と
等
の
論
で
す
す
め
て
来
た
が
、
こ
こ
に
異
説

の
存
在
す
る
こ
と
も
記
載
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

『
元
要
記
』
・
『
大
倭
神
社
註
進
状
』
の
二
著
の

説
で
あ
り
、
ま
ず
『
大
倭
神
社
註
進
状
』
(
『
群
書

類
従
』
所
収
)
に
、

園
韓
神
社
三
座

大
神
氏
家
牒
日
。
養
老
年
中
。
藤
史
亦
建
一
一
園

韓
神
社
一
奉
日
罵
。
神
名
帳
云
。
宮
内
省
坐
三
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座
園
神
一
座
。
韓
神
二
座
。
奮
記
云
。
件
神
系
の
国
学
者
で
、
『
長
尾
神
社
略
記
』
他
の
編
著
が

等
素
蓋
烏
尊
之
孫
。
守
レ
疫
神
也
。
侍
開
園
神
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
例
の
国
学
者
の
信
仰
上
に
よ
る

者
。
大
己
責
命
之
和
魂
大
物
主
神
也
。
韓
神
者
。
附
会
の
説
に
彩
ら
れ
た
の
が
『
大
倭
神
社
註
進
状
』

大
己
責
命
。
少
彦
名
命
也
。
雨
神
経
二
管
天
下
一
。
で
あ
り
、
コ
克
要
記
』
も
編
著
作
、
成
立
も
明
確
で

為
二
穎
見
蒼
生
一
。
則
定
二
其
療
病
之
方
一
紫
野
は
な
い
が
、
そ
の
著
名
よ
り
推
し
て
、
お
そ
ら
く
同

今

宮

三

座

。

社

家

者

流

如

レ

右

時

代

の

ト

部

系

神

道

家

の

偽

書

で

は

あ

る

ま

い

か

と

と
、
あ
っ
て
養
老
年
中
、
藤
原
不
比
等
が
、
園
韓
神
思
わ
れ
る
。

社
を
奉
粛
し
た
と
あ
り
、
又
、
園
韓
神
の
園
神
を
大
即
ち
、
こ
こ
で
い
ち
お
う
の
園
韓
神
と
奉
胤
氏
族

物
主
神
と
し
、
韓
神
を
大
己
責
命
、
少
彦
名
命
と
し
に
か
か
わ
る
異
説
を
紹
介
し
て
お
く
こ
と
に
し
て
、

て
い
る
。
ま
た
『
一
万
一
安
記
』
に
も
、
「
案
二
漢
国
社
本
論
旨
は
あ
く
ま
で
も
、
奈
良
率
川
の
漢
国
神
社
と

一
元
初
一
」
と
み
え
、
『
大
倭
神
社
註
進
状
』
に
い
う
園
韓
神
社
の
縁
起
、
成
立
は
全
く
別
の
も
の
と
し
て

「
園
韓
神
社
」
は
、
こ
の
漢
国
社
に
他
な
ら
ず
、
こ
扱
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
園
韓
神
は
、
秦
氏
の

の
漢
国
社
は
現
在
も
同
社
号
の
社
が
、
奈
良
市
漢
国
奉
紀
神
の
一
種
で
あ
っ
て
一
連
の
大
年
神
系
譜
に
所

町
の
率
川
神
社
附
近
に
鎮
座
し
て
い
る
。
『
大
倭
神
在
し
、
秦
氏
が
、
平
安
京
に
お
い
て
勢
力
を
持
っ
た

社
註
進
状
』
は
西
田
氏
が
『
群
書
解
題
』
中
で
考
証
時
代
、
つ
ま
り
、
『
貞
観
儀
式
』
の
成
立
時
に
う
ま

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
今
出
河
如
錐
(
文
斎
)
の
偽
く
国
家
祭
問
・
祭
礼
と
し
て
行
政
化
の
範
内
に
組
み

作
で
あ
り
、
成
立
も
宝
永
三
年
二
七

O
六
)
と
さ
入
れ
ら
れ
た
も
の
と
み
て
大
過
な
い
で
あ
ろ
う
。

れ
て
い
る
。
今
出
河
如
誌
に
つ
い
て
は
、
近
年
佐
伯

B
、
園
韓
神
の
性
格

秀
夫
氏
が
『
神
道
大
系
』
神
社
編
十
二
「
石
上
L

所
最
後
に
、
園
韓
神
の
性
格
に
つ
い
て
述
べ
て
お
こ

収
の
『
石
上
神
宮
御
事
抄
』
の
解
題
や
、
白
井
伊
佐
う
。
こ
の
両
神
は
、
秦
氏
の
屋
敷
神
と
し
て
奉
紀
さ

牟
氏
寸
今
出
河
如
難
と
村
井
古
道
再
論
」
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
祭
紀
は
、
二
月
と

(噌
1
史
語
町
一
一
特
正
問
)
な
ど
が
発
表
さ
れ
、
明
ら
か
十
一
月
の
春
・
秋
に
行
わ
れ
、
わ
が
国
一
般
の
穀
豊

に
な
っ
て
来
た
江
戸
時
代
中
期
の
奈
良
の
ト
部
神
道
信
仰
の
形
態
を
と
っ
て
い
る
。
ま
た
、
二
月
祭
は
、

春
日
祭
の
後
の
丑
の
日
、
十
一
月
祭
は
新
嘗
祭
の
前

の
丑
の
日
で
あ
っ
て
、
特
に
例
祭
日
が
丑
の
日
に
選

定
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
漢
神
と
し
て
の
性
格
を
垣

間
み
せ
る
も
の
が
あ
る
。
更
に
祭
礼
の
守
神
楽
歌
』

中
の
「
韓
神
」
に

本
ゆ

ふ

三
島
木
綿
一
一
屑
に
取
り
掛
け
わ
れ
韓
神
の

か

ら

を

韓
招
ぎ
せ
む
や
韓
招
ぎ
韓
招
ぎ
せ
む
や

末

や

ひ

ら

で

八
葉
盤
を
手
に
取
り
持
ち
て
わ
れ
韓
神
の

韓
招
ぎ
せ
む
や
韓
招
ぎ
韓
招
ぎ
せ
む
や

と
あ
っ
て
、
「
韓
神
を
招
き
」
と
い
う
降
神
を
希
う

形
態
は
、
元
奉
紀
氏
族
の
祖
先
神
山
田
市
拝
の
な
ご
り
を

残
す
も
の
と
推
考
し
た
い
。
こ
れ
が
、
い
わ
ゆ
る
田

の
神
・
山
の
神
信
仰
と
い
う
在
来
の
穀
霊
信
仰
と
う

ま
く
融
合
し
て
行
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
元
来
山

の
神
は
異
人
で
あ
っ
て
聞
に
実
を
も
た
ら
せ
家
を
祝

福
す
る
の
で
あ
小
」
「
園
韓
神
の
親
神
た
る
大
年
神

は
年
神
で
あ
っ
て
季
節
神
と
み
ら
れ
る
『
」
と
性
格

付
け
ら
れ
て
、
園
韓
神
は
帰
化
神
よ
り
日
本
的
穀
霊

(
豊
)
信
仰
の
重
要
な
神
と
し
て
転
化
し
て
い
っ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
有
力
氏
族
の
私

祭
神
は
日
本
的
変
質
を
遂
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
{
呂
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社
官
祭
と
し
て
享
受
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

宮
内
省
に
座
す
王
城
守
護
の
園
韓
神
が
実
は
帰
化

系
の
有
力
氏
族
に
よ
っ
て
平
安
遷
都
以
後
重
要
視
さ

れ
た
事
実
と
そ
の
史
的
、
信
仰
的
背
景
を
推
考
し
、

私
祭
社
(
神
)
よ
り
官
祭
へ
、
更
に
王
城
守
護
の

神
々
と
変
遷
し
て
い
っ
た
プ
ロ
セ
ス
を
概
述
し
て
み

た
。
大
方
の
ご
批
評
を
希
う
も
の
で
あ
る
。

(
註
)

ω
『
先
代
旧
事
本
紀
』
に
も
類
似
の
記
事
が
あ
る
。

ω折
口
信
夫
著
『
折
口
信
夫
全
集
』
第
一
一
巻
「
古
代
研
究
」

(
民
族
学
篇
1
、
中
央
公
論
社
刊
)

ω井
之
口
章
次
「
祖
霊
信
仰
と
山
の
神
L

ロ
。
昭
和
三
十
五
年
三
月
刊
)
参
着
。

(
『
人
類
科
学
』

阿
国
本
小
稿
は
、
昭
和
五
六
年
一
月
二
二
日
、
即

ち
筆
者
が
一
九
歳
の
折
の
グ
研
究
ノ

l
ト
。
で
あ
り
、

長
ら
く
書
架
に
眠
っ
て
い
た
思
い
出
深
い
一
本
で
あ

マ
令
。
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ゆ
え
に
、
文
字
通
り
グ
赤
面
。
の
稚
拙
な
小
稿
で

あ
り
、
発
表
を
柳
か
戸
惑
っ
た
が
畏
友
、
古
川
登
氏

の
推
め
に
順
い
本
年
一
月
一
八
日
、
三
三
歳
の
若
さ

や
す

で
他
界
さ
れ
た
中
山
鎮
弘
(
鯖
江
市
教
育
委
員
会
主

査
)
氏
の
霊
前
に
本
小
稿
を
捧
げ
る
。
中
山
(
旧
姓
、

魚
谷
)
氏
と
は
博
物
館
学
芸
員
と
し
て
若
干
の
交
流

で
は
あ
っ
た
が
、
氏
の
鯖
江
市
資
料
館
時
代
の
企
画

展
や
、
筆
者
の
勤
務
す
る
館
の
野
外
講
座
で
は
、
互

い
に
協
力
し
合
っ
た
な
つ
か
し
い
記
憶
が
あ

こ

に

氏

の

温

厚

な

人

柄

を

偲

び

つ

つ

わ

が

の
旧
稿
を
捧
げ
て
冥
福
を
祈
る
も
の
で
あ
る
。

(
平
成
六
年
一

O
月
一
日
特
別
展
開
催
の
日
に
浄
書
・
補

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）




